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AQUACER 539

AQUACER 539
水系塗料や印刷インキの表面特性を向上させ、ファイバーボード製造の内部離型剤として使用する
パラフィンワックスエマルジョン

製品データ

組成
変性パラフィンワックスの非イオン性エマルジョン

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格ではございません。

不揮発分: 35 %
キャリア: 水
融点 (ワックス含有量): 90 °C
粘度 (23℃、D=400/s): 35 mPa·s
pH: 9.5

食品接触用途
最新の食品接触用途における法的適合状況についてはお問合せ下さい。または下記URLにてご確認下さい。
www.byk.com

貯蔵および輸送
温度の影響を受けやすいので、5℃ 以上35℃以下で貯蔵および輸送してください。十分に撹拌してから使用して下さ
い。

特記事項
複層システムでは層間密着性を確認する必要があります。

適用分野

塗料および印刷インキ

特長
本添加剤は疎水性付与効果があり、耐ブロッキング性を向上させます。表面のスリップ性、耐スクラッチ性、耐摩耗性
を向上させ、ソフトな感触を与えます。

推奨用途

建築塗料 X

木工および家具用塗料 X

印刷インキおよびオーバープリントワニス X

皮革コーティング y

■ 最適    □ 適
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推奨添加量
全配合に対して添加剤として、1-3 %  – 例外的に4%まで

上記の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。 
特に添加量が多い場合は、複層システムでのリコート性と層間密着性を確認する必要があります。

添加方法
添加剤は、製造工程の最後に、低せん断速度で塗料に添加することを推奨します。使用前によく混合してく
ださい。

ファイバーボード

特長
AQUACER 539は、ファイバーボードやパーティクルボードの製造における離型剤として使用できます。 
PMDIベースのバインダーシステムの内部離型剤として使用すると、最良の結果が得られます。

推奨用途

中密度ファイバーボード (MDF) X

パーティクルボード X

■ 最適    □ 適

推奨添加量
木材繊維の乾燥質量に対して、添加剤として1.1%

上記の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定してください。

添加方法
添加剤は、蒸煮および、ブロワーラインでの木材繊維解繊後に加えます。
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